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大阪市中心部の街路樹におけるキジバト･ヒヨドリの営巣位置

松尾淳一

大阪鳥類研究グループ.〒590-0115大阪府堺市茶山台2-3-17-209

はじめに

キジバトｓ"印zQpe/【/i:Iαたﾉ7腫施,ヒヨドリ〃ゆわaesaﾉ77az"ひ雄は本来山地に生息し,近年都

市部に進州したとされ，「都市鳥｣ともよばれる種である(川内1997)．両種が都市部の環境に

適応を遂げる上で,人とどの程度の距離をとって繁殖しているのかは興味深いテーマである．

繁殖場所として両種とも街路樹,植込み,公園等樹木を中心に利用しているが,人工建築物

への営巣も増えてきている.こうした人と接近した環境での営巣は,キジバトの方が早くから確

認されており,営巣頻度も高い(中村1987,唐沢1995,川内1997,和田1997)．本研究で

は,キジバトはヒヨドリより早い時期から都市環境に進出しているために,より都市環境への適

応が進み,人により接近して営巣しているのではないかと考え,人通りの多い大阪市中心部の

街路樹での古巣の位瞳を比較することで,検討する．

本文に先立ち,木論文をまとめるにあたって指導いただいた大阪市立自然史博物館の和lJj

岳氏に感謝申し上げる．

調査地および調査方法

大阪市中央区を中心に一部その周辺地域(北区･天王寺区･西区･都島区)を含めた地域を

調査した(図ｌ)．調査地の中で樹木が最近大幅に繭定された形跡がない街路を選び,その両

側の樹木を調査した.大きな街路(①～⑫)を中心に,裏通りの街路(A～F)も対象とした(図

１，付表ｌ)．調査を行なった街路はほとんどが都心のビジネス街･商業地をとおっており,多く

の街路･区間では人･龍の往来が非常に頻繁である．

調査は落葉樹に葉のない2002年12月１３１－１から2003年２月１９日にかけて行なった.歩道を

歩きながら,街路樹の巣の有無を記録した.常緑樹では立ち止まって幹付近から見上げて，
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1本ずつ巣の有無を確認した.街路樹沿いの植え込みは,一部の大きな交差点の角だけに高

さ30cm程度のものがあったが,営巣できるようなものではなかった.また歩道付近の建物側に

は建物に付随した植栽樹がしばしばあったが,本研究では｢道路側｣｢歩道側｣という区分で人

との距離を評価したので,それを区分できないこのような植栽樹は調査から除外した.街路樹

に巣があれば,その樹木の種,巣の大きさ･形状から烏の種を同定し,以下の要領で樹木内の

巣の位置を記録した．

営巣位置と人との距離は,垂直的には地面からの高さによって測ることができる.巣がみつ

かった全ての木について,①木の高さ,②巣の高さ,③営巣可能なもっとも低い枝の高さを

測った.③は調査者が営巣可能な状態にある一番低い位置にあると判断した枝の高さで,細

過ぎる枝(1cm程度以下)や急角度(地面に対して概ね45度以上)で斜上していて営巣が困難

と思われる状況の枝は除外した.それぞれの高さは調査者の身長もしくは手を上に伸ばした

高さにある樹木の自然の目印になるもの(枝,幹の傷･コブなど)を確認し,樹木の高さより遠く

の距離まで離れ,ペンや物差しをかざして確認しておいた目印の高さを基準にその何倍にな



1１９

るかを計測し,算出した．

また,営巣位置の人への接近は水平的にも評価することができる.街路樹のほとんどは,歩

道内の車道寄りぎりぎりのところに植えられており,樹冠の下を人が通るという点では幹を境に

歩道側と車道側ではまったく条件が異なる.そこで,巣がみつかった木のうち,歩道と車道の

境目付近に植えられた木について(分離帯にあって両側が車道,歩道真中寄りの両側が歩道

という木は除外)，歩道と車道の境の線と並行に引いた営巣木の幹中央を通る直線を基準と

し,そのどちら側に巣があるかを判定した.どちらともつかないものは解析から除外した.なお

両側で鞠定等による枝の量の違いはほとんどなかった．

各街路の交通量については,大阪市が実施した道路交通センサス(大阪市建設局土木部

2001)のデータのうち,本研究での調査街路区間内に調査ポイントがあるものを利用した.同

センサスでは,1999年１０月３日（日曜日)および同７日(木曜日)の各午前７時から午後７時ま

での１２時間に人，自動車などの量を調査しており,付表ｌに両日の合計を示した.交通量調

査のポイントが２か所含まれている街路(③,④,⑪)では,平均を示した.なお，「人｣には自

転車類,「自動車｣には自動二輪を除いた乗用車,バス,貨物車を含めた．

結果

１.巣数と樹種

キジバト62巣,ヒヨドリ24巣,合計86巣(古巣79巣,キジバトの繁殖巣７巣)を確認した(表

2)．また,ハシブトガラスCbn'zjsmacm閥hy77cA1QsないしハシボソガラスＣＣＣ、"ｅ３巣,メジロ

zbsrem似seﾉyｿhmpﾉbz"zAs2巣,カワラヒワＱ２ﾉ℃Iue舵”極l巣も確認した．

樹種は,落葉樹がケヤキ,イチョウ,ユリノキ,ハナミズキ,フウ,常緑樹がクロガネモチ,ヤマ

モモ,シラカシ,クスノキであった(表ｌ)．巣数は,落葉樹が56巣(65.1％)，常緑樹が30巣

(34.9％)だった.このうち常緑樹を使った巣はキジバトが25巣(40.3％)，ヒヨドリの５巣

(20.8％)あった．

2.巣の高さと営巣木の高さ

巣の高さ(表２)はキジバト(4.3±2.8(SD)、)がﾋﾖﾘ(6.2±2.3ｍ)より平均で1.9ｍ低く,有

意な差があった(中央値検定．ｘ２＝11.3,Ｐ＜0.001)．最も低い巣は,キジバトが1.7ｍ,ヒヨドリ

がＬ８ｍ,最も高い巣はキジバトが8.2ｍ,ヒヨドリが11.5ｍだった．

巣のあった木の高さはキジバトがﾋﾖＦﾘより平均で1.6ｍ低く，下枝の高さはキジバトがヒヨドリ

より平均で0.7ｍ低かったが(表２)，いずれも有意な差は認められなかった．
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表１．キジバト,ヒヨドリの巣数とその特徴
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考察

大阪市中心部の街路樹で繁殖する鳥はキジバト,ヒヨドリが圧倒的に多い.街路樹内の営巣

の垂直的な位置は,キジバトはヒヨドリより有意に低い.水平的な位置は,キジバトが歩道側を

選んで巣をつくっていたのに対しﾋﾖＦﾘでは有意な差が認められなかった.これは,キジバトが
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3.巣と歩道の関係

全86巣中の計73巣について歩道側にあるか,車道側にあるかを判定したところ(図２)，キジ

バトの巣は歩道側37巣,車道側18巣(除外７巣)となり,歩道側に有意に多かった(ｘ2検定

Ｘ２＝6.56,Ｐ<0.02)．ヒヨドリの巣は歩道側８巣,車道１０巣(除外６巣)で,有意な差は認めら

れなかった．

＊Ｄ:落葉樹Deciduoustrees，Ｅ:常緑樹Evergreentrees

表２．キジバト,ヒヨドリの巣および営巣木の高さ(平均±ＳＤｍ）

Table２．AveragenestheightandcorrespondingtreeheightofOrientalTurlleDove
andBrown-earedBuIbul(Ｘ±ＳＤ,、）
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図２．街路樹内における古巣の水平的位置
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ﾋﾖﾘよりも頻繁に下を人が通る場所に接近して繁殖していることを意味している．

大阪市中心部の街路樹で繁殖する鳥はキジバト,ヒヨドリが圧倒的に多かったが,1998-

1999年冬に行なわれた大阪府八尾市の住宅地での古巣調査では(寺尾2000),キジバトが５１

巣と圧倒的に多く,続いてカワラヒワ１０巣,ヒヨドリ７巣という結果だった.また,1990年に千葉

県市川市で行なわれた古巣調査では,キジバトが最も多く,ほかにカワラヒワ,ヒヨドリ,オナガ

のものが確認されている(千葉県立市川東高校1990).共通してキジバトが最も多く,数の上か

らも全国的に都市部で営巣している主要な種であることがわかる.カワラヒワが大阪市中心部

で少なく,ヒヨドリの方がかなり多いのは,採食環境の有無など,ほかの要因も効いているから

ではないかと推定される．

街路樹内の巣の高さについては既に,キジバトがﾋﾖドﾘより低い位置に営巣するとの八尾市

の調査結果があり(寺尾2000)，本研究でも同じ結果が得られた(表２)．寺尾(2000)の古巣

の高さは,キジバトが平均4.1ｍ(/V＝５１)，ヒヨドリ平均5.3ｍ(/V＝7)，カワラヒワ平均5.2ｍ

(/V＝１０)となっており,本研究のキジバトの平均値は4.3ｍで非常に近く，ヒヨドリの平均値は

6.2ｍと１ｍほど高くなっている.この共通するキジバトの平均４ｍ強という巣の高さは,人工建

築物と樹木という営巣場所の違いはあるが,古くから都市へ進出しているツバメノッzrY"7ｄｂ

ﾉIAS"ｂ召などにも匹敵する人への接近といえるだろう.ツバメの巣の高さについて正確に計測し

た調査事例はほとんどないようだが,神奈川県小田原市における繁殖調査(頼2000)では

1階：126巣,２階：１３巣,千葉県市川市での繁殖調査(越川1988)では１階：224巣,２階：３５５

巣,３階：６巣,４階：ｌ巣という結果だった.スコットランドでの調査では0-2ｍ：５％,2-3ｍ：

38％,3-4.5ｍ：４１％,4.5ｍ以上：１６％(Aと189,平均3.3ｍ)となっている(Crampl988)．

歩道側･車道側を分析した調査事例はこれまでにない.街路樹の下には幹を境に歩道側に

人，車道側に自動車が通り，両側で全く異なる小環境が形成されている.特に大量の交通が

ある大都市部では顕著である.キジバトは有意に歩道側に多く営巣していたが,同時に下方に
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営巣する傾向もあり,相乗的に人に接近しているといえる.他方,ヒヨドリはどちらかの側への傾

向が認められなかったが,同時にキジバトより高い位置に営巣していた(図２)．巣の位置が高

くなり,人との距離が離れると,どちら側でも人による効果は同じなのかもしれない

これと関連して,大阪市による交通量調査のデータのある前記１０か所の街路の１kmあたり

古巣数(両種計および両種それぞれ)とその交通量データとの相関を求めたところ,いずれも

有意な相関は認められなかった.しかし,千葉県市川市の調査結果では,キジバトで人との強

い相関(ｒ＝0.91)があった(千葉県立市川東高校1990)．また,千葉県千葉市,大阪部八尾

市でも交通量が多い,商店,コンビニエンストアなどがある賑やかなところほど巣が多いとの報

告がある(早川1990,寺尾2000)．相反する結果だが,おそらく,これら３地域よりも大阪市中

心部の調査街路の交通量の方が平均して大きいと思われるので,ある闘値以上では交通量の

変化は営巣数に影響しなくなるのかもしれない.この点はさらに調べる必要がある．

それでは何故,特にキジバトは人に接近するのか.2002年に今回の調査地とほとんど重なる

大阪市中心部で,ハシブトガラス,ハシボソガラスの繁殖調査(未発表)を実施し,公園･空地・

植栽樹等で多くの巣および繁殖行動,生息を確認した.本研究で確認したキジバト,ヒヨドリの

巣は全てカラス２種の行動圏内にあると考えられる.このハシブトガラス,ハシボソガラスはキジ

バト,ヒヨドリをはじめとする｢都市鳥｣の最大の捕食者と考えられ(川内1997,植田1998,

Kamedal994)，この捕食を避けることが繁殖を成功させるために非常に重要である.ツバメ同

様(川内2003)，キジバトが人の近くを営巣場所として選択しているのは,人を利用してカラス

類による卵やヒナの捕食を避けている可能性がある.ヒヨドリも今後さらに人との距離を縮めて

いく可能性があり,都市における鳥類の適応という点で注目していく必要がある．

要約

キジバト,ヒヨドリは本来山地に生息するが,近年都市に進出し,人の近くでの繁殖が増えている.都市

部でのキジバト,ヒヨドリの対人距離の差を探るために,人通りの頻繁な大阪市中心部の街路樹で両種の

古巣の位置を2002年12月１３日から2003年２月１９日にかけて調査した.その結果,キジバトがヒヨドリより低

い位置に巣をつくり,キジバトが歩道側を選んで巣をつくるのに対しヒヨドリには傾向がみられなかった．

2002年に大阪市内の重なるエリアで筆者は多くのハシブトガラスとハシボソガラスを確認した.都市烏の

最大の捕食者はこのカラス２種と考えられる.キジバトは頻繁な人通りのすぐ上で営巣することで,捕食圧

を下げている可能性がある.ヒヨドリは今後，人との距離を縮めていく可能性があり,注目していく必要があ

る．
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NestpositionsofOrientalTurtleDoveandBrown-earedBulbulinstreettreesof

centralOsakacity

JunichiMatsuo

OsakaBirdStudyGroup・Chayamadai2-l7-209，Sakai-shi，Osaka

OrientalTurtleDove5rﾉ1eZqpeﾉｳ陶ｏﾉｿを"ra〃igandBrown-earedBulbul地pjiDe趣amaum焔，

originallyibrestbirds，haveexpandedtheirrangeintourbanareasinrecentdecadesandboth

speciesareincreasinglybreedingnearthepresenceofhumans、linvestigatedthepositionsof

oldnestsofthesespeciesinstreettreesonbusystreetsofcentralOsakacityfi･oｍｌ３

Ｄｅｃｅｍｂｅｒ２００２ｔｏｌ９Ｆｅｂｒuary2003inordertostudythedi晩renceofdistancebetweenthe

nestsofdovesandbulbulstopedestriansｉｎａｎｕｒｂａｎａｒｅａ・Theresultsshowthatthenests

ofOrientalTurtleDovewerelowerthanBrown-earedBulbul；thefbrmerwerebuiltdirectly

abovｅｔｈｅｓｉｄｅｗａＩｋｔｗｉｃｅａｓｏｎｅｎａｓａｂｏｖｅｔｈｅｓｔｒｅｅｔｂｕｔｔｈｅbulbulshowednosignificant

di碇renceinthisnestingpreIbrence・

ManyJungleCrowsCbﾉwsmac/1｡ﾊﾑy刀cﾉｹ“andCarrionCrowsCco/1｡"ewereobserved

aroundthesameareaｉｎ2002．Ａｓｂｏｔｈｓｐｅｃｉｅｓａｒｅｔｈｏｕｇｈｔｔｏｂｅａｍongthegreatest

predatorsofurbanbirds，theseresultssuggestthatOrientalTurtleDovemaychoosetonest

nearhumanbeingstodecreasepredationpressure．

雌ｙｗＤｍ(F:Hypipetesamaurotis,ｓ碇α”eS,Stretopeliaorientalis，Urf〕a"－β”(夕
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付表１．綱充場所,センサス距離,交通牡

Appendixl，Studysites，censuslengthandtm価ｃ

2.1

1.8

4.1

4.3

1.4

CGnsus

length

（k､）

Stmets(Studysection） Tramc＊Ｍａｉｎｔ唾especiesＮｏ．

中之島(玉江橋-鉢流橋,肥後橋-難波橋）
Nakanosima

l76号線(ＪＲ大阪駅-阪急電鉄神戸線）
Routel76

長堀通(上町筋一玉造筋）

Nagaho1f-dOri

土佐堀通(四つ橋筋-寝屋川橋）

Tosabori-dori

松屋町筋(土佐堀通-天王寺公畷）

Maluyamati-suji

四つ橋筋(土佐堀通-本町通）

Yotub勘si-suji

HumanbeingAutomobiIe

2.4

0.5

①
②
③
④
⑤
⑥

千日前通(御堂筋一大阪日赤病院西側）

Scnnitimae-dori

堺筋(土佐堀通-中央大通）

Sakai-suji

御堂筋(ＪＲ大阪駅-難波･高島屋）

Mido-suji

中央大通(あみだ池筋一玉造筋）

Tyuou-odori

なにわ筋(土佐堀通-長堀通）

Naniwa-suji

城見(大阪ビジネスパーク）

Siromi

124

1.7

4.1

0.9

2690865018

2166237162

5188456495

1078952360

６４９７42973

⑦
③
⑨
⑩
⑪
⑫
Ａ中央区瓦町3丁目３

Kawnmmati3-3

B中央区備後町2丁目(大和銀行本店）

Bingomati2

C中央区南新町2丁目４

Minamisinmati2-4

D中央区瓦屋町1T10

kawl1rayamatil-lO

E北区角田町(ナピオ阪急）

Kakudamati

F都島区東野田2丁目

Higasinoda2

3383854302

12122４２１２３

１８７２14200

７３８４34214

1079936212

０．０３

0.1

0.07

0.02

０．１

０．１
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ル加施"て血､日，

＊Ｔｈｉｓｔｍｍｃｉｓｂａｓｅｄｏｎｃｅｎｓｕｓｄｎｔｅｓthattheconstructionbu唾auorOsukacitycarriedoutin3０ct、ｌ９９９

ａｎｄ７０ｃｔ・’999."Humnnbeing″includesbicycIesand”Automobile”incIudesallkindofnutomobilesexcepl
motorbike．


